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Diet education for victims of the Great East Japan Earthquake and Tsunami - based on OFUNATO experience- 
㻌
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ᴾ ᴾ □□□□ᴾ などの病気になりやす
いので、注意が必要である。
ᴾ 図１ クイズの１例 ○と□のところに張り紙をして答えを
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１）所属・高血圧症罹患等
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・減塩の大切さがよくわかった
・塩分を減らすコツが理解できた
・久しぶりに一人ではない食事ができた
・皆さんと話できたのが良かった
・野菜がたくさんでよかった
・なごやかな雰囲気の中で楽しめた
・ただおいしいだけでなく勉強ができてよかった
 
６．まとめ
アンケート結果から、参加者は年齢的には～歳代で全
体の％を占めた。また一人暮らしも％であった、また高
血圧症の人は ％で、そのうち ％の方が服薬中であった。
参加者のみだが、罹患率や服薬率は今回アンケート調査した
他地域との比較では一番低かった。塩分と高血圧の関係はほ
ぼ全員が認識していて、この教室での学習が役に立ったと答
えている。減塩の実行性の段階になると自信がなくなってい
るようである。長い間培われてきた高塩分食の文化から薄味
の食生活に慣れていくのは大変であるが、これからの指導教
育法をさらに模索する必要性がある。 
また、漬物に対する愛着は捨てがたいようで、少なくする
ことが“ちょっと難しそう”と回答が設問中一番多く％で
であった。“だし”に付いても煮干や昆布といった自然のだし
より手軽に使用できる、インスタントだしに人気がある。「震
災前は煮干だった」などと答えながら回答する者も多く、被
災により入手しやすく保存の利くものを利用する人が多くな
っている。一人暮らし、少人数の家庭では仕方がないことで
あろう。今日の教室を役には立ったが、いざ実行となると、
少しは実行できるとの回答が約％であった。
高齢者に対する教育媒体作りは、①幼少期よりも地域性を
重要視すること、②文字を少なくイラストや簡単なクイズで
興味をひきつけて理解してもらうこと、③一人ひとりに話し
かけるようにする、④講話の部分は短くし、世間話的な話題
とユーモア精神はいつも欠かさないように、⑤常にバーショ
ンアップを心がけること。通院している高齢者は医師、保健
師から学んだ知識があり、高齢者だからといって簡単さにの
みに走ってはいけない。⑦調理技術、減塩の理解力など個人
差が大きいのでそれに合わせた教育が必要である。多くの教
室では質問などが多くあり、それぞれに健康意識の強さを感
じた。
また減塩教育のための媒体は数多くあるが、地域性、歴史
性の強い高齢者のための食育媒体の工夫が未だ十分になされ
ていないような感がある。
食育は幼少時期から始めることが大変重要であることは、
十分理解している。しかし、高齢者への食育は、ただ単に健
康的な料理を作って食べることだけではなく、高齢者同士が
寄り添いあい、支えあいながら地域で生活していく。そのこ
とにつながっていくようにこれからもこのような企画を立て
て進んでいきたいと考える。
岩手県においてはまだ食塩制限目標には程遠いことが現実
である。一度振り出しに戻ってすすめるべきときかもしれな
い。減塩対策をいかにすすめていくのか、これからの健康課
題の解決策はこのことにかかっている。
「目指せ！脳卒中死亡者数、脱ワースト１」


 この報告は株クレハの助成による岩手県立大学「地域で支
える食の再生プロジェクト」研究の一部である。 
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